
                 

 

 

 

 ２０２２年３月８日 

 

お知らせ 

鈴 与 商 事 株 式 会 社  

経営企画部長 佐野 博紀 

 

静岡市ＳＤＧｓ宣言への継続参加及び２０２１年度の宣言達成状況について 

 

鈴与商事株式会社（本社：静岡県静岡市清水区入船町１１－１／本部：静岡県静岡市葵区栄町 

１－３鈴与 静岡ビル／資本金：２０億円／代表取締役社長：加藤正博、以下、鈴与商事）は、 

２０１９年１１月に「静岡市ＳＤＧｓ宣言※」として『「共生（ともいき）」の精神の下、 

エネルギーを通じて、持続可能な地域社会の実現に貢献する』を宣言致しました。 

この度、本ＳＤＧｓ宣言に掲げた２０２１年度の取り組みに対する達成状況、並びに２０２２ 

年度の取り組み目標について、静岡市へ「ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書」を提出しましたことを 

お知らせ致します。 

 

 鈴与商事は、静岡市と電力売買の一括契約とＶＰＰ（バーチャルパワープラント）を組み 

合わせた「静岡市 エネルギーの地産地消事業」を協働で推進しており、本事業の一環として、 

市民の皆さまの卒ＦＩＴ電源を活用し、市有施設に電力を供給する「自治体による卒ＦＩＴ電源 

の利活用事業」にも取り組んでいます。当社及び卒ＦＩＴを除く協力企業から、静岡市内の再生

可能エネルギー発電設備由来の電力を６施設８３４千ｋＷｈ調達し、静岡市有施設に供給する 

ことで、地産地消に貢献しております。 

２０２１年４月からは静岡市役所庁舎（葵区役所、駿河区役所、清水区役所）に対して、 

１００％再生可能エネルギー由来となる「ＲＥ１００電気」の供給を開始しており、静岡市有 

施設における直近 1年間の平均では、エネルギー地産率５９.０６％を達成しています。 

 また、静岡市が行っている森林整備に関するモデル事業「森林環境アドプト事業」にも 

２０１１年度より継続し、参画しています。本事業は、地域の企業・団体が間伐経費を負担し、

継続的な森林整備を進めることで二酸化炭素の地産地消モデルの構築を目指しています。 

 

鈴与商事は、２０２２年も引き続き「静岡市ＳＤＧｓ宣言」に参加するとともに、これらの 

ＳＤＧｓに資する取り組みを継続していくことで、これからも持続可能な地域社会の実現に貢献 

して参ります。 

 

 

※「静岡市ＳＤＧｓ宣言」とは、市内の事業所や団体等によるＳＤＧｓ活動を促進し、優良事例 

の発掘と横展開を図るとともに、市内事業所・団体等におけるＳＤＧｓ取組状況を測定し、 

国内外に向けて情報発信することを目的に、静岡市が募集している宣言となります。 

 

 

 

 



【静岡市ＳＤＧｓ宣言達成状況報告書】 

 

以上 

 

 

≪本件に関する問い合わせ先≫  

 鈴 与 商 事 株 式 会 社  

  経 営 企 画 部  

０５４－２７３－７８３２  

    s-info@ss.suzuyoshoji.co.jp   
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